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地域学校協働活動推進に
関する研究委嘱研究計画

【研究テーマ】
地域で子供を育てる意識の向上に向けた
「コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の
一体的取組」の推進



地域学校協働活動推進に関する研究委嘱

研究計画
【テーマ】

地域で子供を育てる意識の向上に向けた
「コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的取組」の推進

地
区

研究委嘱市町
村教育委員会

研究指定校 個別のテーマ

南
部

川口市 川口市立
前川東小学校

子供たちの成長を支える地域学校協働ネットワークの充実
～学校運営協議会のつながりを生かした放課後子供教室
の実現～

西
部

日高市 ―
コミュニティ・スクールを基盤とした小中一貫教育の推進
～「学校を核とした地域づくり」を進めるための学校運営協
議会と地域学校協働本部の役割～

北
部

深谷市 深谷市立
深谷小学校

コミュニティ・スクールと放課後子ども教室の一体的な推進
～深谷小学校平日放課後子ども教室への幅広い地域住民
の参画を目指して～

東
部

春日部市 春日部市立
江戸川小中学校

学校運営協議会を原動力とした地域学校協働活動の推進
と充実
～未来の地域へつながる学校づくりネットワークの構築～

〇研究委嘱期間 令和６年度・令和７年度の２年間
〇研 究 委 嘱 川口市教育委員会 日高市教育委員会

深谷市教育委員会 春日部市教育委員会
〇地域学校協働活動実践発表会（令和７年度開催）で研究実践を発表
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川口市は、令和３年度に学校運
営協議会を、令和４年度には地域
学校協働活動推進員を全校設置
する等、コミュニティ・スクールと地
域学校協働活動の推進に取り組ん
できた。
研究に当たっては、新たに放課
後子供教室を開設する川口市立前
川東小学校を研究指定校として、
学校運営協議会において放課後
子供教室設置について協議を行い、
地域の力を活用した地域全体で子
供たちの育成を目指す、放課後子
供教室の運営組織を設立していく。

川口市教育委員会
テーマ

前川東小学校では、地域学
校協働活動が活発に行われ
ている。毎週の朝の読み聞か
せや商店会の方々によるゲス
トティーチャー、グランドゴルフ
体験など地域の方との交流が
多く、地域の力が充実してい
る学区である。
新設する放課後子供教室で
は地域の教育力を活用して、
学校でもっと取り組みたい体
験を放課後子供教室で実施し
たり、子供たちに体験活動を
通して知らないことに気づい
てもらったりと子供たちが心豊
かに育まれる環境をつくって
いく。
地域の教育力を活かした地
域が運営する放課後子供教
室の設置を進めていく。

学校運営協議会で放課後
子供教室について協議する
ことで、学校・家庭・地域の
思いや願いが共有される。
思いが共有されることにより、
放課後子供教室の運営が
当事者意識を持って展開さ
れ、地域のネットワーク「地
域学校協働活動ネットワー
ク」を構築し、多様な活動・
継続的な活動にしていく。
また、顔が見える関係を

つくっていくことで、放課後
子供教室を中心とした「地
域学校協働ネットワーク」を
充実させ、地域の防犯・防
災体制の強化や地域の教
育資源のより有効な活用を
推進していく。

持続可能
地域が運営する
放課後子供教室

地域学校協働
ネットワーク

学校運営協議会でつな
がっている４つの町会を運
営団体として放課後子供教
室を開設する。
４つの町会の代表者の方
との意見交換では放課後子
供教室をスタートする際は、
地域の方が楽しんでできる
こと、やったことがあること、
これだったらできることを
やってみるという意見が出
た。
無理なく、子供たちの豊か
な体験となる良いかたちを
目指し、参画する地域の方
の「やりがい」につなげるこ
とで、持続可能な放課後子
供教室の運営を目指してい
く。

子供たちの成長を支える地域学校協働ネットワークの充実

～学校運営協議会のつながりを生かした放課後子供教室の実現～



日高市は、日高市小中学校未来
構想として、令和２年度から「コミュ
ニティ・スクールを基盤とした小中
一貫教育」を導入した。市内全６地
区に１小学校・１中学校・１公民館
が立地する利点を生かし、地区ご
とに学校運営協議会を設置してい
る。令和５年度には全ての地区で
地域学校協働本部を立ち上げ、学
校と地域の交流について新たな組
織編制を行い活動を進めている。
各地区の特長を生かし、小中一
貫教育を充実させ、地域の活性化
を促すための学校運営協議会と地
域学校協働活動の一体的な取組
について実践研究を行う。

日高市教育委員会
テーマ

日高市では、各学校区に１
名ずつ地域学校協働活動推
進員が委嘱されており、学校
運営協議会の委員となり学校
と地域のつなぎ役を担ってい
る。
しかし、地域学校協働活動
推進員は地域の方であり、実
務については難しい面もある。
そこで、日高市では地域学
校協働活動推進員は公民館
長と連携して活動を行うことと
し、地域学校協働活動推進員
の庶務は公民館にお願いして
いる。
学校教育と社会教育をつな
ぐキーパーソンとして、地域の
学習拠点である公民館の特
長を生かした研究実践を進め
ていく。

日高市は、小中一貫教育
「目指す１５歳像」の実現に
向け、学校と地域がビジョン
を共有して取り組んでいる。
学校の思いを地域が知り、
地域の思いを学校が知るこ
とが大切であり、学校運営
協議会は学校と地域がビ
ジョンを共有するための機
会として有効である。
しかし、学校運営協議会に
は管理職である校長等が出
席し、公務の都合上担任な
どの教員の出席は乏しい。
お互いに思いを知り学校と
地域が一体となって取り組
んでいくために、学校運営
協議会に教員が参加するな
ど、教員へのアプローチの
仕方を検討していく。

学校教育と
社会教育

公民館
教員の参加
を促す工夫

コミュニティ・スクールを基盤とした小中一貫教育の推進

～「学校を核とした地域づくり」を進めるための学校運営協議会と地域学校協働本部の役割 ～

日高市は、「地域とともに
歩む学校づくり」と「学校を
核とした地域づくり」を目指
している。地域とともに歩む
特色ある教育の推進に向け
て、①地域の幅広い企業・
団体・機関等と協力する「緩
やかなネットワーク」構想の
取組、②地域学校協働活動
の一層の推進、③生活科と
総合的な学習の時間を融合
し、地域の課題を解決する
新しい教科「ふるさと科」を
導入して、地域の人的・物
的資源の活用を図り、学校
教育と社会教育の協力体制
の確立を進めていく。



深谷市では、令和元年度に平日
放課後子ども教室を開設し、令和
５年度は小学校５校で教室を実施
した。平日放課後子ども教室の事
業が各学校において浸透しつつ
あるものの、ボランティアやスタッ
フ、講師の確保が難しいという課
題が挙がっている。
そこで深谷市は個人に頼らない、
自走するシステムの構築を目指し、
学校運営協議会を活用することで、
地域住民のネットワークを広げ、
放課後子ども教室における魅力
ある学びの提供につなげるべく研
究を計画している。

コミュニティスクールと放課後子ども教室の一体的な推進

～深谷小学校平日放課後子ども教室への幅広い地域住民の参画を目指して～

深谷市教育委員会
テーマ

深谷市では、地域学校協
働活動推進員が各小中学
校に１名ずつ委嘱されてい
る。委嘱された地域学校協
働活動推進員は学校運営
協議会に委員として参加を
している。
そこで、地域学校協働活
動推進員の役割を明確化し
て、学校運営協議会で事業
の趣旨と目標の浸透を図り、
地域住民のネットワークを
広げ、放課後子供教室へ関
わる人材の発掘を行う。
いわば、地域学校協働活
動推進員が学校と地域、放
課後子ども教室をつなぐ総
合調整役であるコーディ
ネーターとして活躍すること
を期待している。

学校運営協議会を通して、
学校と地域が、目指す子供
像などの目標を共有する。
目標を共有することで、地
域学校協働活動推進員は、
放課後子ども教室を実施す
るのに必要な経験や技能・
スキルを持った地域の住民
に、協力を要請し、人材を集
めることができる。
例えば、深谷市では英語
に触れさせることを通して豊
かなコミュニケーション能力
を育成することを目指してい
るが、放課後子ども教室で
英語に関わる活動プログラ
ムを実施することについて、
学校運営協議会で議題に
挙げるといったことも考えら
れる。

放課後子ども教室の認知
度は地域の住民にとっては
まだまだ低い。多くの地域
住民に参画してもらうために
は、放課後子ども教室の活
動を知ってもらう必要がある。
地域の方に周知するツー
ルは様々ある。例えば、地
域拠点である公民館が発刊
している公民館だよりを活
用する。この場合、公民館
利用者に周知することで、
様々なスキルを持った方や
活動に興味がある方に伝え
ることができると考えられる。
幅広い地域の方に周知す
るために、より良い方法を検
討していく。

地域学校協働
活動推進員

地域人材の
発掘

放課後子ども
教室の周知



春日部市は、春日部市立江戸川
小中学校を研究指定校に研究を
進めていく。春日部市立江戸川小
中学校は、令和元年度に県内初、
公立の義務教育学校として開校し
た。令和２・３年度に市の委嘱によ
り「コミュニティ・スクール研究モデ
ル校」として、学校運営協議会を
設置して実践研究に取り組み、学
校運営協議会を学校づくりの基盤
に据えてきた。
学校運営協議会のさらなる活性
化をとおして、地域との結びつき
の強化に向け、「地域に開かれた
教育課程」と「地域と協働する学校
づくり（地域学校協働活動）」の実
現を目指している。

春日部市教育委員会
テーマ

江戸川河川敷で毎年行わ
れる大凧あげ祭りは、江戸
時代から続く伝統行事であり、
県外からも多くの見物客で
賑わう。豊かな文化に溢れ
た地域の伝統・文化の継承
と地域の歴史や特色につい
て理解を深めるため、江戸
川小中学校は地域の教育資
源を活用した様々な体験や
価値観に触れる「地域に開
かれた教育課程」の充実を
図っている。
教育課程実施に係る地域
の協働性を高め充実した地
域学校協働活動を推進して
いくため、学校と地域のつな
ぎ役である地域学校協働活
動推進員の効果的な活用を
吟味する。

学校運営協議会との強固
な関連付けを視座に地域学
校協働活動を効果的に推進
する「江戸川小中づくりネット
ワーク」の組織編制を行う。
「江戸川小中づくりネット
ワーク」の趣旨は①地域に
開かれた教育課程の実施、
②安全で充実した学校運営
と環境づくりである。
地域の関係諸団体や企業
等の幅広く充実した「江戸川
小中づくりネットワーク」が構
築されることにより、地域に
開かれた教育課程が効果的
に実現され、児童生徒や教
職員の地域への貢献意識と
地域住民の学校運営への参
画意識が共に高まることを
期待している。

春日部市は令和５年度に
学校運営協議会を全校に導
入した。学校運営協議会で
は、学校や保護者、地域住
民等の様々な立場の関係
者により、学校運営や地域
との協働について話し合い
が行われている。
今回の研究委嘱では、学
校運営協議会がさらに「熟
慮」と「議論」による熟議に
発展するべく、研究を進め
ていく。江戸川小中学校が
熟議に向けた工夫を進め学
校運営のさらなる質的向上
を図ることで、春日部市内
全学校の学校運営協議会
の充実につなげていく。

地域学校協働
活動推進員

ネットワーク
づくり

熟議の工夫

学校運営協議会を原動力とした地域学校協働活動の推進と充実

～未来の地域へつながる学校づくりネットワークの構築～



地域学校協働活動
Ｎ ＥＷＳ

地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
委
員
会
を
開
催

埼
玉
県
で
は
地
域
学
校
協
働
活
動
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
た

め
、
５
月
に
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
委
員
会
を
開
催
し
た
。

協
議
で
は
、
「
学
校
と
地
域
の
連
携
・
協
働
に
つ
い
て
」
を
協

議
題
と
し
て
、
様
々
な
立
場
の
方
々
か
ら
御
意
見
を
い
た
だ
い

た
。

学校と地域との連携・協働で課題と感じる
ことは、

〇地域・学校ごとに実情が異なり、地域差
が大きい。

〇コミュニティ・スクール所管課と地域学校

協働活動所管課と行政で所管が違う。

〇教員の負担を増やさないよう、学校
の働き方改革で教員の参加に消極的になっ
てしまう。

学校では管理職のみが活動に参加するなど、

地域と学校がアンバランス。何のための地
域学校協働活動かを改めて考えなくてはい
けない。
地域の子供たちのために学校応援団の活動に

参加したり、放課後子供教室で子供と一緒に活
動してやりがいを感じている人は多い。しかし

活動の協力者が少なくなってきた。

コロナ禍もあって、学校と家庭・地域の連携、先生方とPTA・
地域の方との連携が希薄。それに伴って、地域同士の連携も希薄

になっている。人間関係・絆が大切であると感じる。人とつ
ながっていくことが重要。

他県の事例で思うことは、コミュニティ・スクールと地域学校
協働活動を一体的に取り組むことについて、一番理解が足りてい

ないのが教職員。学校の中にいる教職員が学校運営協議会
の趣旨を分かっていない。教職員が地域の方と共に理解し
ていくことが重要。
地域学校協働活動を進めるに当たって、どういうことをやって

いるのか、教職員も地域の方も知っていく必要がある。



地域学校協働活動
Ｎ ＥＷＳ
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公民館職員に学校運営協議会委員になっていただいたことで、学校
教育と社会教育をつなげる橋渡し役を担っていただいている。

先生方にも参加してもらうため、短い時間であったが放課

後の勤務時間に学校運営協議会を開催した。

学校運営協議会に子供が参加して意見を述べる機会を設け、

学校運営協議会の活性化を図った。

郷土学習について学校運営協議会で議題に挙げたことで、学

校のねらいを共有していただき、学校応援団の方々が積極的に協力。

「コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的取組」について

公民館に学校応援団の募集を掲示。
昼間に活動できる地域の方へ周知を図った。

コーディネーターが地域に呼びかけボランティアを募集。活動に

誘って、次のコーディネーター候補と一緒に活動もしている。人と
人とのつながりが重要と捉えている。

「人材確保」について－情報交換の事例から－



▸放課後子供教室の活動内容の充実、放課後児童クラブとの
連携を推進するため、放課後子供教室及び放課後児童クラブ
の関係者を対象に研修会を開催します。

彩の国
埼玉県

定
員
50名
（先着順）
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